北陸電力送配電株式会社　殿

主開閉器契約における確約書

○○○○（以下「甲」という。）は，北陸電力送配電株式会社（以下「乙」という。）に対し，甲が下記の電気契約において契約主開閉器として設置する○○○○製配線用遮断器（以下「電子式遮断器」という。）について以下の点を確約いたします。

記

１．電気契約
　(1) 住　所　　　　　　○○市○○町○○丁目○○番地
(2) 電気ご契約者　　　○○○　○○○
２．設置機器
　(1) 型番・容量（Ａ）　○○○○　・　○○Ａ

　(2)シリアルＮｏ　　 　○○○○○○

３．電子式遮断器の設置に関する確約

　(1)　甲は，電子式遮断器の設置にともない，乙が定める託送供給等約款（以下、「約款」という。）を需要者に承認いただいたうえで，乙が定める様式によって電気の使用を申込む。
(2)　甲が契約主開閉器として上記「１．電気契約」に記載の場所に設置する「２．設置機器」の電子式遮断器は，電気用品安全法およびＪＩＳが定める基準により確実に動作するものを使用する。

　(3)　甲は，電子式遮断器と一体となった電子制御装置の変更・操作等による，電子式遮断器の定格電流値および動作特性の変更を一切行なわない。

　(4)　甲は，甲が契約主開閉器として上記「１．電気契約」に記載の場所に設置する「２．設置機器」の電子式遮断器について，電気ご契約者から，電気用品安全法およびＪＩＳが定める基準に適合しない状態での使用を求められても，一切これに応じない。

(5)　甲は，甲が契約主開閉器として上記「１．電気契約」に記載の場所に設置した「２．設置機器」の電子式遮断器が，電子制御装置の変更・操作等により電気用品安全法またはＪＩＳが定める基準で作動しないことが判明した場合は，直ちに，甲の責任において電子式遮断器の使用を中止させ，これを取り外す。
　(6)　甲は，電気ご契約者に対し，以下について十分に説明する。

・電子制御装置の変更・操作等により電気用品安全法またはＪＩＳが定める基準で作動しないことが判明し，電子式遮断器の使用中止について，乙から要請があるにも関わらず，取り外しを行なわない場合，約款に基づき，電気の供給を停止されることおよび違約金（定格電流値に対応する基本料金と当該電子式遮断器が作動する最大の電流値に対応する基本料金との差額の３倍）が請求される場合があること。
４　その他

　上記に定める他，電子式遮断器に関して疑義が発生した場合や，甲の責めに期すべき事由において，乙と電気ご契約者または第三者との間で紛争等が生じた場合、甲の責任と負担においてその対処と解決にあたる。

以　　上

　　　　　　　　　　　　　　　　（署名）
　　　　年　　月　　日

電気工事店名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　
